学校における「命の学び」をどう考えるか
「あけぼの誌」依頼原稿

　学習指導要領で「生きる力」の教育を掲げられながらも、学校現場では基礎学力の向上が求められ、「いじめ」「不登校」「自殺」など、問題が深刻化している現状があります。「いじめはいけません」「命は大切です」と唱えても本質的な解決には至りません。

　私は、自校の児童や職員に「何のために学ぶのですか」と問いかけることから教育活動を始めます。学校が単なる知識伝達の場ではなく、より良い生き方を学ぶ場であることや、豊かで希望ある未来を創るために学ぶのだということに気づかせたいからです。
　多様な知識を獲得するにも、また理解を深め実践力・行動力まで高めるにも、互いに学び合うことが欠かせません。良い学びの根底には、互いを大切にし、人として尊重し合う人権意識が欠かせないのです。校長も職員も、児童・生徒たちも互いを欠けがえのない一人の人として大切にする関係を作りましょう。そのような教育風土づくりに立って、生きる喜びを感じられる授業や、互いに学び合う授業づくりが進むのだと思います。
それには、日々の学習の中に人とのふれ合い、生き物とのふれ合い、人の生き方とのふれ合いを効果的に取り入れることが重要です。

ただ出会わせればいいのではありません。単元を通じた問題解決的な学習過程の中で、必要性や問題意識を伴って出会わせることが
大切なのです。
　先日２年生で行われた生活科の授業「あしたにジャンプ」では、タイムマシンボックスに先生のＴシャツを入れ、みんなで学校名を「○○○大好き！大好き！」と唱えると中から赤ちゃんの時の肌着が出てきました。色々入れて赤ちゃんの頃に思いをはせるとき、教室に赤ちゃんを連れたお母さんたちが登場してくれました。
　子どもたちは身を乗り出して、お母さんたちの出産や子育ての話に耳を傾けます。そして赤ちゃんとのふれ合いの時間には、こわごわ手をさわったり、だっこしたりします。「軽くて、柔らかくて、あったかかったです。」「ぼくを見て笑ってくれました。」とうれしそうです。

　この経験を踏まえて、自分が生まれたときの様子や家族の気持ちについて、家庭での聞き取りに進んでいきます。その後は、保育園や幼稚園を訪問したり、３年生に中学年の勉強についてインタビューしたりしながら、自分の成長をふり返り、中学年への意欲を高めていきます。
　この学習では、必ずしも赤ちゃんとの出会いが求められているわけではありません。このような場面を作るには様々な配慮も必要です。けれども、本物の命との出会いが自分自身の命を自覚させ、自尊感情を高め、生きる喜びを実感させるのです。
「命の学び」は、人権を尊重した学校づくりを踏まえ、命とのふれ合いを大切にする学習の中から進められるのだと思います。
　　　　　　　　　　八名川小学校長　　手島利夫
